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研究成果の概要（和文）：トマト黄化葉巻病ウイルスの病原性タンパク質βC1は、シロイヌナズナにおいては、
AS1に結合し RNA サイレンシングを誘導し、ウイルスの病徴を強化する。タバコ植物の下位葉にβC1を一過的に
発現させると、病徴は感染葉ではなく上位葉に出現することから、βC1関連分子が植物内を長距離移動する可能
性が考えられた。本研究ではβC1による上位葉における病徴出現にAS1が必要であることがわかった。さらに接
ぎ木実験により、AS1が移動に必要なのか、その後の上位葉における病徴の出現に必要なのかを研究した。しか
しAS1の重要性はわかったが、接ぎ木そのものが病徴の出現に阻害的であることから、答えが得られなかった。

研究成果の概要（英文）：Pathogenic protein βC1 of tomato yellow leaf curl virus binds to AS1 in 
Arabidopsis thaliana and enhances the symptoms of the virus by inducing RNA silencing in the plant. 
When βC1 is transiently expressed in the lower leaves of tobacco plants, symptoms appear in the 
upper leaves, not in the infected leaves. Therefore, it is possible that βC1-related molecules 
(proteins and RNAs) might be transported long distances in the plants. We here have shown that 
tobacco AS1 is also necessary for the appearance of symptoms in the upper leaves due to βC1. In 
addition, grafting experiments were conducted to investigate whether AS1 was necessary for migration
 or for the appearance of symptoms in the upper lobes thereafter. However, although the importance 
of AS1 was understood, the answer was not obtained because the graft itself is inhibitory to the 
appearance of the symptom.

研究分野： 分子植物生理学　　
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研究成果の学術的意義や社会的意義
 AS1のC末端側領域がβC1に結合することを明らかにし、さらにその領域のペプチドを、βC1をトラップするデ
コイとして利用でき、ウイルスの感染に強い植物を作成する方途が開けた。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 トマト黄化葉巻病ウイルスの病原性タンパク質 βC1 は、シロイヌナズナにおいては、AS1
に結合し RNA サイレンシングを誘導し、ウイルスの病徴を強化する。Nicotiana benthamiana 植
物 (Nb:このウイルスの宿主となるタバコ植物の一種) の下位葉に βC1 を一過的に発現させる
と、病徴は感染葉ではなく上位葉に出現することから、βC1 タンパク質などが植物内を移動す
る可能性が考えられた。 
 
２．研究の目的 
 これまでの研究により、βC1 の NbAS1 への結合が病徴出現に必要であること、βC1 を N. 
benthamiana 植物の下位葉で過剰発現させると、上位葉に病徴が出現することがわかっていた。
本研究では βC1 による上位葉における病徴出現の仕組みを知るために、AS1 が移動に必要なの
か、移動先での病徴発現に必要なのかを調べることにした。 
 
３．研究の方法 
 野生型植物 (WT) と Nbas1（AS1 ノックダウン）株を用いて、4 通りの接ぎ木植物（WT-Nbas1, 
Nbas1-WT, WT-WT, Nbas1- Nbas1）を作製し、台木の葉にウイルスを摂取し、穗木の葉におけ
る病徴の程度を調査した。また、βC1 に結合する NbAS1 の領域を、AS1 の欠失変異体を作成し
て同定した。 
 
４．研究成果 
 野生型-Nbas1 と Nbas1-野生型では、どちらにおいても病徴レベルが低く、ともに同程度のレ
ベルの病徴を示した。この結果は接ぎ木そのものが、βC1 の移動あるいは病徴発現を阻害する
可能性が考えられ、AS1 が長距離移動そのものに関わるのか、移動後の葉における病徴発現に
関与するのかについては、答えが得られなかった。しかしこの研究により、AS1 の C 末端側ペ
プチドを植物体内で発現させることにより、βC1 による病徴を軽減でき、ウイルスの感染に強
い植物を作成できる（つまりこのペプチドを、βC1 をトラップするデコイとして利用できる）
方途が開けた。これに関する国際特許（PCT）を出願した。 
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